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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
湿気を含む空気を循環させる開口を有する１枚の通風口遮蔽板と通風口カバーと左右に各
々１枚の通風口側板が一体成型された衣類格納箱と、衣類格納箱に取り付ける開閉可能で
衣類格納箱の内部の空気を遮断する１枚の扉と、各々１枚の通風口上板及び通風口下板と
衣類格納箱の底板を構成する横板部分と衣類格納箱の前面の一部分を成す縦板部分が一体
成型されたＬ型底板と、前記両通風口側板と通風口カバーの上に載せる１枚のガラス板と
、通風口上板と通風口下板の間に挟む１個のモータと１個のファンを取り付けた１枚のモ
ータ取り付け板と、衣類格納箱の内部の空気を冷却する１個の冷却器と、複数の赤外線電
球または白熱電球と、冷却剤の出し入れを容易にする１個の冷却剤格納トレイと、水分を
収容して取り出す１個の水分収容箱で構成されることを特徴とする衣類乾燥器。
【請求項２】
前記衣類格納箱の内部の湿気を含んだ空気を設置場所の室内空気と触れることなく緩やか
にファンで循環させ乍ら冷却剤で冷却された金属製の冷却器に当てて表面に結露を生成さ
せ、結露の水分は通風口下板の複数個の貫通した穴を通って水分収容箱に収容し、冷却さ
れた空気を赤外線電球または白熱電球で暖めて衣類格納箱の上方に戻すことを特徴とする
請求項１に記載の衣類乾燥器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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本発明は一般家屋の室内で使用する衣類乾燥器に関する。
【背景技術】
【０００２】
一般家庭で衣類を乾燥させる手段としては、自然乾燥や自然乾燥に加えて換気ファンで湿
度の高い空気を外に出す（例えば特許文献１参照）、また仕上げの時だけヒーターで加熱
した外気をファンで吹き付ける（例えば特許文献６参照）、吊り下げた衣類に温風を吹き
付ける分解収納型衣類乾燥機（例えば特許文献４参照）或いは温風ファンヒーターを利用
したもの（例えば特許文献８参照）、除湿器で除湿し高温の乾燥した空気をファンで衣類
に吹き付ける（例えば特許文献２参照）さらに回転式ドラムに衣類を入れて空気を吹き付
ける或いは遠赤外線ヒーターを照射（例えば特許文献５、特許文献７参照）するものがあ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－０５７６９８
【特許文献２】特開平０９－１１７５９８
【特許文献３】特開平０７－３２８２８２
【特許文献４】特開平０７－３２８２８２
【特許文献５】特開平０６－０７１０９３
【特許文献６】特開平０５－１３１０９２
【特許文献７】特表２００５－５００８７２
【特許文献８】実開平０５－０６８４９９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
一般に使用されている衣類乾燥機は、熱風または温風を衣類に吹きつけて衣類の湿気を取
り除く方法が大半であり、熱源として電力またはガスを使用する。この為に設置工事が必
要であり工事費用、運転費用が高額で一般家庭の室内で使用するには難しく騒音も大きい
。また自然乾燥を採用した装置では、外気を取り入れて湿気を含む空気を排出しなければ
ならず配管が必要で、雨天の日は乾燥が難しいという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
このような課題を解決するために本発明に係わる衣類乾燥器は、湿気を含む空気を循環さ
せる開口を有する１枚の通風口遮蔽板と、通風口カバーと左右に各々１枚の通風口側板が
一体成型された衣類格納箱と、衣類格納箱に取り付ける開閉可能で衣類格納箱の内部の空
気を遮断する１枚の扉と、各々１枚の通風口上板及び通風口下板と衣類格納箱の底板を構
成する横板部分と衣類格納箱の前面の一部分を成す縦板部分が一体成型されたＬ型底板と
、前記両通風口側板と通風口カバーの上に載せる１枚のガラス板と、通風口上板と通風口
下板の間に挟む１個のモータと１個のファンを取り付けた１枚のモータ取り付け板と、衣
類格納箱の内部の空気を冷却する１個の冷却器と、複数の赤外線電球または白熱電球と、
冷却剤（図示せず）の出し入れを容易にする１個の冷却剤格納トレイと、水分を収容して
取り出す１個の水分収容箱で構成されている。
【０００６】
前記冷却器は冷却剤（図示せず）を載せる１枚の横板と、湿気を含む空気を当てて湿気を
取り除く複数枚の縦板が一体になった熱伝導率の高い金属（例えばアルミニュームまたは
銅）製で、横板は通風口上板の上側に又複数枚の縦板は通風口上板と通風口下板の間に組
み込まれている。同じく通風口上板と通風口下板の間に配設されているファンで空気を循
環させる。
【０００７】
前記Ｌ型底板の横板部分の左右には赤外線電球または白熱電球がそれぞれ１個と、湿度セ



(3) JP 4773587 B1 2011.9.14

10

20

30

40

50

ンサを含む制御回路（図示せず）が配設され、縦板部分には電源スイッチと表示灯が配設
されている。
【発明の効果】
【０００８】
本発明によれば一般家屋の室内で晴天雨天に関わらず衣類乾燥ができ、熱源を使用しない
ので運転費用が安く騒音を出さない衣類乾燥器を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態の衣類乾燥器の外観図である。
【図２】同扉を閉めた状態の断面図である。
【図３】同衣類格納箱の外観図である。
【図４】同部品を配設したＬ型底板の外観図である。
【図５】同Ｌ型底板の拡大側面図である。
【図６】同冷却器の拡大外観図である。
【図７】同冷却剤格納トレイの拡大外観図である。
【図８】同水分収容箱の拡大外観図である。
【図９】同部品を取り付けたモータ取り付け板の拡大外観図である。
【図１０】同回路ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
以下図面に基づき本発明の実施の形態について説明する。
衣類格納箱１の背板と通風口遮蔽板９の間には隙間があり、通風口遮蔽板９の上部は開口
していて、衣類格納箱１の天板の内側には乾燥させる衣類をハンガーで吊るす複数のフッ
ク２０が固定されている。通風口遮蔽板９と通風口カバー５１の接続部分でＬ型底板２の
通風口上板１０２と通風口下板１０３と通風口カバー５１で囲まれた面積部分は開口して
いる。通風口カバー５１がＬ型底板２の縦板部分と接する部分の左右一部分は各々開口し
ている。左右の通風口側版５０ａ、５０ｂの上面と通風口カバー５１の上面の位置は同位
置で、通風口カバー５１と左右の通風口側版５０ａ、５０ｂの開口部分を避けて上にガラ
ス板４が置かれている。
【００１１】
前記Ｌ型底板２は衣類格納箱１の底板を構成する横板部分と衣類格納箱１の前面の一部分
を成す縦板部分と通風口上板１０２と通風口下板１０３が一体成型されている。横板部分
には左右に赤外線電球１００ａ（Ｌ１）、１００ｂ（Ｌ２）（又は白熱電球）と制御回路
（図示せず）が配設されている。縦板部分は冷却剤格納トレイ５と水分収容箱６を収納で
きるように開口されていて、電源スイッチ７（Ｓ）と表示灯８（ＬＥＤ）が取り付けられ
ている。
【００１２】
前記通風口上板１０２と通風口下板１０３のそれぞれの内側の面には、冷却器１０１の複
数枚の縦板とモータ取り付け板１０４を差し込む溝が複数個彫られている。
通風口下板１０３には結露した水分を下の水分収容箱６に流す複数個の貫通した穴が開い
ている。
【００１３】
次に作用について説明する。
衣類格納箱１の湿気を含む空気を循環させる通風路は、通風口遮蔽板９の上部の開口部分
から通風口上板１０２と通風口下板１０３の間を通り、通風口カバー５１の開口部分から
Ｌ型底板２と通風口カバー５１とガラス板４で囲まれた左右の空間に入って、左右の通風
口側版５０ａ、５０ｂの開口部分から衣類格納箱１の上方に戻る。通風口上板１０２と通
風口下板１０３の間にはモータ２００とファン２０１が配設されていて、衣類格納箱１の
内部の空気を設置場所の室内空気と触れることなく緩やかに循環させる。
【００１４】
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冷却剤（図示せず）で冷却された冷却器１０１の複数枚の縦板に湿気を含む空気を当てる
と表面に結露ができ、結露の水分は通風口下板１０３の複数個の貫通した穴を通って水分
収容箱６に収容される。冷却器１０１に当たって冷却された空気は赤外線電球１００ａ（
Ｌ１）、１００ｂ（Ｌ２）で暖められて衣類格納箱１の上方に戻る。衣類格納箱１の内部
の空気を連続して循環させることにより衣類を乾燥させることが出来る。
【００１５】
冷却剤格納トレイ５の構造は冷却剤（図示せず）を冷却器１０１の横板に直接当てて冷却
効果を高める為に底板は省いている。冷却剤（図示せず）は市販品を家庭の冷凍庫で冷や
して使用し、繰り返し使用できるので運転経費が安く経済的である。
【００１６】
Ｌ型底板２と通風口カバー５１とガラス板４で囲まれた左右の空間の一方に配設される制
御回路（図示せず）には湿度センサが組み込まれていて、衣類が乾燥すると自動的に赤外
線電球１００ａ（Ｌ１）、１００ｂ（Ｌ２）とモータ２００の電源が切れて表示灯８（Ｌ
ＥＤ）が点滅して乾燥が終了したことを知ることが出来る。
使用前に衣類格納箱１の内部が乾燥している場合を考慮して、湿度センサの働きを電源ス
イッチ７（Ｓ）投入後一定時間後に作動するように設定している。
【００１７】
赤外線電球１００ａ（Ｌ１）、１００ｂ（Ｌ２）は市販品で小容量の物を使用し、電源ス
イッチ７（Ｓ）を入れると表示灯８（ＬＥＤ）が点灯して赤外線電球１００ａ（Ｌ１）、
１００ｂ（Ｌ２）とモータ２００に通電し、リレー（ＲＬ）のコイルには通電せず湿度セ
ンサが設定湿度以下になると通電して赤外線電球１００ａ（Ｌ１）、１００ｂ（Ｌ２）の
電源が切れて省電力化を図っている。乾燥終了後電源スイッチ７（Ｓ）で全ての通電を切
断する。
【符号の説明】
【００１８】
　　１　衣類格納箱
　　２　Ｌ型底板
　　３　扉
　　４　ガラス板
　　５　冷却剤格納トレイ
　　６　水分収容箱
　　７　電源スイッチ
　　８　表示灯
　　９　通風口遮蔽板
　２０　フック
　５０　通風口側版
　５１　通風口カバー
１００　赤外線電球
１０１　冷却器
１０２　通風口上板
１０３　通風口下板
１０４　モータ取り付け板
２００　モータ
２０１　ファン
【要約】
【課題】一般に使用されている衣類乾燥機は、熱風または温風を衣類に吹きつけて衣類の
湿気を取り除く方法が大半であり、熱源として電力またはガスを使用する。この為に設置
工事が必要であり工事費用、運転費用が高額で一般家庭の室内で使用するには難しく騒音
も大きい。また自然乾燥を採用した装置では、外気を取り入れて湿気を含む空気を排出し
なければならず配管が必要で、雨天の日は乾燥が難しいという問題があった。
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【解決手段】本発明に係わる衣類乾燥器は、湿気を含む空気を循環させる開口を有する１
枚の通風口遮蔽板９と、通風口カバー５１と左右に各々１枚の通風口側板５０ａ、５０ｂ
が一体成型された衣類格納箱１と、衣類格納箱１に開閉可能で衣類格納箱の内部の空気を
遮断する１枚の扉３と、各々１枚の通風口上板１０２及び通風口下板１０３と衣類格納箱
１の底板を構成する横板部分と衣類格納箱１の前面の一部分を成す縦板部分が一体成型さ
れたＬ型底板２と、左右の通風口側板５０ａ、５０ｂと通風口カバー５１の上に載せる１
枚のガラス板４と、モータ２００とファン２０１と冷却器１０１と、複数の赤外線電球１
００ａ（Ｌ１）、１００ｂ（Ｌ２）または白熱電球と、冷却剤（図示せず）の出し入れを
容易にする冷却剤格納トレイ５と、水分を収容して取り出す水分収容箱６で構成されてい
て、湿気を含んだ空気は衣類格納箱１の背板と通風口遮蔽板９の間にある隙間を通って通
風口上板１０２と通風口下板１０３の間の冷却器１０１で湿気が取り除かれて、水分は通
風口下板１０３の複数個の貫通した穴を通って水分収容箱６に収容される。冷却器１０１
に当たって冷却された空気は赤外線電球１００ａ（Ｌ１）、１００ｂ（Ｌ２）で暖められ
て衣類格納箱１の上方に戻る。衣類格納箱１の湿気を含む空気を連続して通風口上板１０
２と通風口下板１０３の間のモータ２００とファン２０１で循環させることにより衣類を
乾燥させることを特徴とする。
【選択図】図１

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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